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いつも新しい流れがある

市川

　駐輪場の維持管理費は、使用料で補いきれない不足分が年間約1億円あり、市税などから補てんしています。
　無料駐輪場の有料化は、この約1億円を介護・医療・福祉など効果的に活用するための行財政改革です。みな
さんのご協力をお願いします。

☎712-6342　駐輪・駐車施設担当室

　毎年、駐輪場の維持管理費が約6億円、使
用料収入が約5億円で、約1億円が不足して
います。
　不足分を市税などから補てんして、普段か
ら駐輪場を利用していない市民の方にも負
担を強いてきました。有料化することで、不足
分を使用料で補い、受
益者負担の原則から負
担の公平性を図ります。

　平成28年4月1日からの年間定期利用申し込みを
受け付けます。12月7日(月）必着で必要書類を提出
または郵送してください。
必要書類 ①駐車場使用申請書、②運転免許証または
健康保険証などの身分証明証、高校生以下は学生証
※②について郵送の場合は写しを提出

※現在定期駐輪場を利用している方には、申請書類を
郵送します。

　駐輪場の階層や屋根の有無などを料金に反映して
いないことや、駐輪場の効率的な運営を図るため定期
駐輪場の料金体系を見直した結果、有料駐輪場におい

ても平成28年4月より使用料を改定します。
　新しい使用料に関しては、市公式Webサイトをご覧
ください。

　無料駐輪場の有料化、定期駐輪場の料金体系の見直しにより、今まで駐輪場の維持管理費に使われて
いた市税など約1億円は介護・医療・福祉などの事業に活用します。

●使用料は各駐輪場によって異なります。
　市公式Webサイトでご確認ください。

定期利用した方が得な場合も

　無料駐輪場は誰でも自由に使えるため、場
内の放置自転車や、過度な駐輪により自転車
の出し入れが困難となっています。有料化に
より、適切な駐輪台数の管理をすることで、
自転車の出し入れをスムーズにできるよう利
便性の向上を図ります。

　通勤・通学などで毎日のよう
に利用している方は、定期駐輪
場の利用で、経済的に得になる
場合があります。

　排気量125cc以下の自動二輪車は駐輪で
きず、電動自転車や三輪車などは駐輪場に
よっては止めにくい状況です。有料化により、
一部の駐輪場でこれらのニーズに対応しま
す。

防災行政無線テレホンサービス ☎0180-994-889 
放送の内容が聞こえなかった時や確認したい場合にご利用ください。ただ
し、利用には通話料がかかります。（地域防災課）

市営駐輪場を有料化
未来に負担を回さない行財政改革

100円
（24時間以内）

定期利用

1回利用

約1億円の維持管理費が不足 自転車の出し入れが不便 多様なニーズに対応するため

11月9日（月）から

検討しよう

1回100円×利用回数月額◯◯円

申請書配布場所 駐輪・駐車施設担当室（市川南仮
設庁舎）、 総務課、各市営駐輪場で配布する他、
市公式Webサイトからもダウンロード可

整然として使いやすい駐輪場▶

●ガーデニングを楽しもう… ………… 2面
●霊園一般墓地の使用者を募集……… 3面
●平成26年度決算報告…………… 4-5面
●健康スポーツ教室…………………… 7面
●秋の日に、お祭りで休日を満喫しませんか…
… …………………………………… 8面

デ
ラ
レ
ナ
イ
…

平成28年

4月1日から



00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）  ●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

消費生活

消費生活センター 毎週月～金曜日
（毎月第2・4土曜日は電話相談のみ）

10：00～16：00
（窓口及び電話相談）

消費者トラブルに関する苦
情処理及び紛争解決のあっ
せん〈消費生活相談員〉

消費生活センター☎320-0666
行徳支所 第２・４火曜日 10：00～12：00

13：00～16：00
行徳支所市民相談室☎359-1121

多重債務
予約制

市役所 10（火）、24（火）
13：00～16：00

多重債務に関する相談〈弁
護士〉※予約制（消費生活
センター☎320-0666）行徳支所 未実施

人権擁護
市役所 11（水） 13：00～16：00

（受付15：30まで）
家庭問題やいじめ、いやがら
せなどの悩み〈人権擁護委
員、弁護士〉男女共同参画課☎322-6700

建築行政
市役所 毎週月・水・金曜日 9:00～17:00

（受付16：30まで）
建築にかかわる民事的な相談

（中高層建築物を含む）〈建
築行政相談員〉建築指導課☎712-6335

労働
予約優先

市役所 4（水）、18（水） 18:00～20:00 労働上のトラブルに関する
相談〈社会保険労務士〉雇用労政担当室☎704-4131

年金
市役所 24（火） 13：00～16：30

（受付16：00まで） 各種公的年金について
〈社会保険労務士〉行徳支所 12（木）

国民年金課☎334-1127
住宅リフォーム
予約優先

市役所 12（木）、26（木） 13:00～16:00 増改築、修繕など〈市川住宅
ﾘﾌｫｰﾑ相談協議会相談員〉住環境整備課☎712-6325

心配ごと 八幡市民談話室 2（月）、16（月） 10:00～15:00
（13:00からは弁
護士相談もあり）

日常生活での悩みや困ったこ
となど〈民生委員児童委員〉社会福祉協議会☎320-4001

後見制度
予約制

社会福祉協議会 27（金） 10：00～16：00 高齢者・障害者の成年後見
制度の相談〈社会福祉士〉社会福祉協議会☎320-4001

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

民事一般
　
　
　

総
合
市
民
相
談
課
☎
３
３
４・１
０
０
２ 

予
約・問
い
合
わ
せ

市役所・行徳支所
毎週月～金曜日 8：50～17：00

（受付16：30まで）
民事に関する一般的な相談・
市政案内〈市民相談員〉出張市民相談 大柏出張所 6（金）、20（金）

行政書士
市役所 9（月） 13：00～17：00

（受付16：30まで）
相続手続、遺言書、贈与、成年後見、契
約書、官公署提出書類作成、外国人の
在留等に関する申請など〈行政書士〉行徳支所 未実施

行政 市役所 25（水） 13：00～15：00
（受付14：30まで）

国、特殊法人などへの苦情や
要望〈行政相談委員〉行徳支所 未実施

登記
市役所 4（水） 13：00～16：00

（受付15：30まで）
不動産登記、会社登記、境界
問題など〈司法書士・土地家
屋調査士〉行徳支所 18（水）

不動産取引 市役所 2（月）､16（月） 13：00～16：00
（受付15：30まで）

土地・建物の売買や賃貸など
のトラブル〈宅地建物取引士〉行徳支所 9（月）

予
約
制

弁護士法律
（平日）

市役所 5（木）、6（金）、13（金）、
19（木）、20（金）、27（金）

13：00～16：00
相続・遺言、損害賠償、金銭
貸借、離婚、借地借家、成年
後見などの専門的な法律の
知識を必要とする相談〈弁護
士〉〈認定司法書士〉

行徳支所 13（金）、20（金）、27（金）
弁護士法律
（土曜） 市役所 14（土）

司法書士
法律（昼間）

市役所 18（水） 13：00～16：40行徳支所 25（水）

司法書士
法律（夜間）

市役所 4（水）、11（水）、
18（水）、25（水） 17:00～20:00
行徳支所 11（水）

税金 市役所 17（火） 13:00～16:00 相続、贈与、売買など税の相談
〈税理士〉行徳支所 30（月）

交通事故 市役所 12（木）、26（木） 10:00～15:00 示談や損害賠償の方法〈県
交通事故相談員〉行徳支所 26（木）

暮らし

月
の
市
民
相
談

※
弁
護
士
法
律
相
談（
平
日
）の
予
約
は
毎
週
金
曜
日
午

前
８
時
45
分
か
ら
翌
週
分
を
直
通
電
話
で
受
け
付
け
ま

す
※
祝
日
の
相
談
は
休
み
で
す

11

お
、平
成
28
年
４
月
以
降
の
利
用

予
約
は
、１
月
か
ら
☎
３
３
２
・ 

５
５
３
８
八
幡
地
域
ふ
れ
あ
い
館
で

受
け
付
け
ま
す
。

☎
３
３
４・１
４
７
８
地
域
振
興

課♦♦
♦

市
川
駅
南
口
図
書
館

休
館
の
お
知
ら
せ

機
器
入
れ
替
え
及
び
蔵
書
点
検
の

た
め
、10
月
29
日（
木
）～
31
日（
土
）

は
休
館
し
ま
す
。

☎
３
２
０・３
３
４
６
中
央
図
書

館♦♦
♦

行
政
相
談
所
を
開
設

10
月
19
日（
月
）～
25
日（
日
）は
行

政
相
談
週
間
で
す
。行
政
相
談
委
員

が
国
や
独
立
法
人
な
ど
へ
の
意
見
・

要
望
・
苦
情
を
直
接
受
け
付
け
ま

す
。こ
の
他
、平
日
に
は
☎
０
４
３・ 

２
４
４・１
１
０
０
千
葉
行
政
評
価

事
務
所
行
政
相
談
課
で
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

10
月
21
日（
水
）午
後
１
時
～
２

時
30
分総

合
市
民
相
談
課

☎
３
３
４・１
０
０
２
同
課

♦
♦
♦

無
料
耐
震
相
談
会

木
造
戸
建
住
宅
の
耐
震
診
断
、補

強
方
法
に
つ
い
て
、専
門
の
建
築
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
は
１
人

１
時
間
程
度
。

11
月
13
日（
金
）大
野
公
民

館
、11
月
27
日（
金
）市
川
駅
南
公
民

館
、12
月
４
日（
金
）本
行
徳
公
民

館
、12
月
19
日（
土
）中
央
公
民
館
、

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

各
５
人

相
談
会
開
設
日
の
４
日
前
ま
で

に
☎
７
１
２・６
３
３
７
建
築
指
導

課

準
及
び
法
人
の
申
出
書
類
な
ど
に
つ

い
て
は
、市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
追
加
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

特
定
非
営
利
活
動
法
人
パ
ピ
ポ
、特

定
非
営
利
活
動
法
人
い
ち
か
わ
市

民
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
３
２
６・１
２
８
４
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
課

♦
♦
♦

10
月
１
日
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

中
小
企
業
融
資
制
度
の
対
象
に

10
月
１
日
か
ら
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
市

の
中
小
企
業
融
資
制
度（
小
口
零
細

企
業
保
証
制
度
資
金・小
規
模
事
業

資
金・商
店
街
空
き
店
舗
等
利
用
資

金
・
環
境
管
理
対
策
資
金
・
公
害
防

除
資
金
）を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☎
７
１
１・１
１
４
０
商
工
振
興
課

♦
♦
♦

江
戸
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

一部
通
行
規
制
に
つ
い
て

①
江
戸
川
高
潮
堤
防
工
事
及
び
②

妙
典
橋
工
事
に
伴
い
、江
戸
川
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の一
部
が
左
記
の
通

り
通
行
規
制
と
な
り
ま
す
。詳
し
く

は
現
地
案
内
看
板
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

二俣新町

江
戸
川二俣新町

江
戸
川

原木
中山

東西
線

京葉
線

首都
高速
湾岸
線

妙典中●

市川南高
　　●

サイクリング
ロード
通行規制区間

11
月
１
日（
日
）～
平
成
28
年
５

月
31
日（
火
）

①
☎
０
３・３
６
７
９・１
４
６
０
国

土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
江
戸

川
河
川
事
務
所
江
戸
川
河
口
出
張

所
②
☎
０
４
７・４
３
３・２
４
２
１
千

葉
県
県
土
整
備
部
葛
南
土
木
事
務

所
道
路
建
設
課

（
道
路
管
理
課
）

♦
♦
♦

改
修
工
事
に
伴
い

鬼
越・鬼
高
地
域
ふ
れ
あ
い
館
を
休
館

12
月
１
日（
火
）か
ら
平
成
28
年
３

月
31
日（
木
）ま
で
休
館
し
ま
す
。な

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

傍
聴
し
よ
う〈
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
〉

◆
総
合
計
画
審
議
会

10
月
26
日（
月
）午
前
10
時
～
正
午
、

傍
聴
者
の
入
場
は
会
議
公
開
の
手

続
き
後
／

第
５
委
員
会
室　

（
企
画
課
）

◆
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会

10
月
27
日（
火
）午
後
７
時（
受
け
付

け
は
15
分
前
）～
８
時
／

第
１
委

員
会
室    　
　

   

（
福
祉
政
策
課
）

◆
高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会

11
月
９
日（
月
）午
後
２
時
／

第

４
委
員
会
室　
　

  （
福
祉
政
策
課
）

♦
♦
♦

給
与
支
払
報
告
書
を
配
布

各
事
業
所
で
作
成
す
る
平
成
28
年

度
分
の
給
与
支
払
報
告
書（
手
書
き

用
複
写
式
）を
、左
記
窓
口
及
び
11

月
６
日（
金
）に
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
オ
で
行
う
年
末
調

整
等
説
明
会
で
配
布
し
ま
す
。

配
布
場
所 

市
民
税
課
、
税
務

課
、大
柏
出
張
所
、南
行
徳
市
民
セ

ン
タ
ー
、市
川
駅
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、信
篤
窓
口
連
絡
所
、中
山
窓

口
連
絡
所
、国
分
窓
口
連
絡
所

配
布
期
間 

10
月
26
日（
月
）～
平
成

28
年
３
月
11
日（
金
）

☎
３
３
４・１
１
１
７
市
民
税
課

♦
♦
♦

給
与
所
得
の
年
末
調
整
等
説
明
会

対
象
地
区
の
説
明
会
に
出
席
で
き
な

い
場
合
は
、他
の
地
域
の
説
明
会
に

出
席
で
き
ま
す
。

◆
対
象
地
区 

市
川
市

11
月
６
日（
金
）用
紙
配
布
＝
午
前

10
時
～
10
時
30
分
、午
後
１
時
30
分

～
２
時
、説
明
会
＝
午
前
10
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分
、午
後
２
時
～
４
時

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
オ

◆
対
象
地
区 

浦
安
市

11
月
10
日（
火
）用
紙
配
布
＝
午

後
１
時
30
分
～
２
時
、説
明
会
＝
午

後
２
時
～
４
時

浦
安
市
文
化
会
館（
浦
安
市
猫

実
１
の
１
の
２
）

☎
３
３
５・４
１
０
１
市
川
税
務
署

（
市
民
税
課
）

♦
♦
♦

寄
附
金
税
額
控
除
の
対
象
と
な
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
追
加

市
税
条
例
が
改
正
さ
れ
、寄
付
を
し

た
場
合
に
個
人
市
民
税
の
寄
附
金

税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。寄
附
金
税

額
控
除
を
受
け
る
方
法
、規
定
の
基

募集内容 根付の草花を寄せ植えしたリース
作品で未発表のもの、抽選で２０作品
作品テーマ 子どもたちが喜ぶリース
事前説明会 １１月２８日（土）午前１０時／市
役所※説明会に出席できない方もコンテスト
の参加は可。
表彰 展示期間中の来場者からの投票により

大賞を決定後、表彰式を行います。
申込用紙に必要事項を書き、１０月３１日

（土）必着で まち並み景観整備課に持参また
はＦＡＸ。※申込用紙は、 まち並み景観整備
課、 総務課、大柏出張所、南行徳市民セン
ター、メディアパーク市川、各公民館で配布す
る他、市公式Ｗｅｂサイトからもダウンロード可。

交換品 エコボ満点カード１枚で、市川産花苗
（パンジーまたはビオラ）３苗１セット。１人３枚
まで交換可※苗の成育状況により交換品が
変更になる場合あり。花の種類や色の指定は
できません。

▶行徳まつり＝１０月２５日（日）①午前
９時３０分②午後１時／駅前公園／各回先
着１００セット▶市民まつり＝１１月７日（土）
①午前１０時②午後１時／大洲防災公園／
各回先着１８０セット

　子どもたちにも喜ばれるフラワーリースは、冬のガーデニングの
楽しみ方のひとつです。元気な子どもたちをさらに笑顔にしてくれ
る、見て楽しいリース作品を募集します。作品規定など詳しくは市公
式Ｗｅｂサイトまたは申込用紙に記載の募集要項をご覧ください。

　病害虫に強いうえに花つきがよく、春まで長く楽しめるパンジー・ビオラの花苗と交換で
きます。市川の土と気候に育まれ、地元の農家が愛情を注いで作った品質の良い花苗で、
冬の花壇を可憐に彩りませんか。

フラワーリースコンテスト２０１５

エコボ満点カードと市川産のお花を交換

▼昨年の大賞受賞作品

　花やオーナメントを使ってフラワーリースを作ったり、パンジー
やビオラを育てて、これからの季節ならではの花やガーデニング
を楽しみませんか。　 ☎７０４-０００３まち並み景観整備課

作品
募集

ガーデニングを楽しもう

パンジーとビオラ

10月下旬からマイナン
バー通知カードが簡易書留
で発送されます。

☎334-1108市民課

マイナンバー
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　11月2日（月）は、市県民税第3
期、国民健康保険税第4期の納期
です。インターネットやコンビニエン
スストアでも納められます。

（納税・債権管理課、国民健康保険課）

税の納期の確認を



暮らし

10
月
26
日（
月
）か
ら
各
消
防
署

で
受
け
付
け（
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）※
郵
送・電
話
受
け
付
け
不
可
。

☎
３
３
３・２
１
１
１
消
防
局
予
防

課（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス・１
番
）

♦
♦
♦

給
食
の
調
理
く
ず
か
ら
作
っ
た

肥
料
の
活
用
講
座

給
食
の
調
理
く
ず
を
活
用
し
て
作
っ

た
肥
料
を
使
っ
て
花
苗
を
育
て
る
方

法
を
学
び
ま
す
。

10
月
27
日（
火
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

ア
イ
キ
ャ
ン
ガ
ー
デ
ン（
下
貝
塚
３

の
８
の
16
）

先
着
25
人

７
０
０
円
程
度（
花
苗
実
費
）

10
月
26
日（
月
）ま
で
に
☎
７
１
２・ 

６
３
１
７
循
環
型
社
会
推
進
課

♦
♦
♦

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

衣
類
や
小
物
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

10
月
25
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
※
荒
天
中
止

（
公
財
）市
川
市
清
掃
公
社（
二
俣

新
町
13
の
１
）

☎
３
２
７・４
１
４
７
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
市
川（

循
環
型
社
会
推
進
課
）

♦
♦
♦

リ
サ
イ
ク
ル
講
座

「
コ
ッ
プ
を
使
っ
た
ガ
ラ
ス
彫
刻
」

自
分
で
考
え
た
絵
や
柄
を
コ
ッ
プ
に

彫
刻
し
ま
す
。

10
月
25
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
市
川（
二
俣
新

町
13
の
１
）

市
内
在
住
の
方
、先
着
10
人

３
０
０
円

本
日
か
ら
☎
３
２
７・４
１
４
７
同

施
設

（
循
環
型
社
会
推
進
課
）

♦
♦
♦

親
子
で
木
工
工
作
体
験
講
座

子
ど
も
と
作
っ
た
作
品
を
自
宅
に

飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
＝
11

月
28
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午
②

ミ
ニ
門
松
作
り
＝
12
月
19
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

（
公
財
）市
川
市
花
と
緑
の
ま
ち

づ
く
り
財
団（
里
見
公
園
内
）

市
内
在
住
の
親
子
、抽
選
で
各
10
組

各
５
０
０
円

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面

上
段
参
照
）を
書
き
、11
月
６
日

（
金
）必
着
で
同
財
団（
〒
２
７
２・

０
８
２
７
国
府
台
３
の
９
の
１
里
見

公
園
内
）

☎
３
１
８・５
７
６
０
同
財
団

♦
♦
♦

ク
リ
ス
マ
ス
の
ハ
ン
ギ
ン
グ・

お
正
月
の
寄
せ
植
え

里
見
公
園
の
冬
の
バ
ラ
園
で
花
の
講

座
を
開
き
ま
す
。

12
月
10
日（
木
）①
ク
リ
ス
マ
ス
の
ハ

ン
ギ
ン
グ
リ
ー
ス
＝
午
前
10
時
～
11

時
30
分
②
お
正
月
の
寄
せ
植
え（
和

モ
ダ
ン
）＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

（
公
財
）市
川
市
花
と
緑
の
ま
ち

づ
く
り
財
団（
里
見
公
園
内
）

市
内
在
住
、在
勤
の
方
、抽
選
で

各
30
人

各
２
，５
０
０
円

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面

上
段
参
照
）を
書
き
、11
月
６
日

（
金
）必
着
で
同
財
団（
〒
２
７
２・

０
８
２
７
国
府
台
３
の
９
の
１
里
見

公
園
内
）

☎
３
１
８・５
７
６
０
同
財
団

♦
♦
♦

創
業
セ
ミ
ナ
ー

内
①
１
日
で
全
て
解
決 

創
業
の
基

本
セ
ミ
ナ
ー
／
創
業
に
必
要
な
心
構

え
、創
業
計
画
書
の
ポ
イ
ン
ト
、融
資

な
ど
に
つい
て
②
繁
盛
店
に
な
る
ヒ
ン

ト
を
教
え
ま
す
～
飲
食
店
を
開
業
し

よ
う
～
／
繁
盛
店
に
な
る
た
め
の
ノ

ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
③
女
性
向
け
創
業

セ
ミ
ナ
ー
／
自
分
ら
し
く
働
く
た
め

の
ヒ
ン
ト
や
女
性
起
業
家
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
あ
り
方
に
つい
て

①
10
月
31
日（
土
）午
前
10
時
～

午
後
４
時
②
11
月
14
日（
土
）午
後

０
時
30
分
～
３
時
30
分
③
11
月
21
日

（
土
）午
後
２
時
～
５
時

山
崎
製
パ
ン
企
業
年
金
基
金
会
館

（
市
川
１
の
３
の
14
）

創
業
を
考
え
て
い
る
方
、ま
た
は

創
業
し
て
間
も
な
い
方
、各
回
先
着

①
②
50
人
③
30
人

千
葉
県
信
用
保
証
協
会
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
ま
た
は
、☎
０
４
３・ 

３
１
１・５
０
０
１
同
協
会

（
商
工
振
興
課
）

♦
♦
♦

①
中
高
年
の
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

②
出
張
就
労
相
談
会

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、応
募
書
類
の
書
き

方
や
面
接
対
策
に
つい
て
学
び
ま
す
。

11
月
24
日（
火
）①
午
前
10
時
～

午
後
０
時
30
分
②
午
後
１
時
45
分

～
４
時
30
分
※
１
人
45
分

浦
安
市
民
プ
ラ
ザ
Ｗａｖｅ
１
０
１

市
民
サ
ロ
ン（
浦
安
市
入
船
１
の
４
の

１
シ
ョッパ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
新
浦
安
４
階
）

①
原
則
40
～
65
歳
で
求
職
中
の

方
、先
着
20
人
②
男
女
年
齢
問
わ

ず
求
職
中
の
方
、先
着
３
人

☎
７
０
４・４
１
３
１
雇
用
労
政
担

当
室

♦
♦
♦

文
化
の
広
場
サ
ー
ク
ル
展

八
幡
市
民
談
話
室

☎
３
０
０・８
０
２
０
文
化
振
興
課

◆
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
愛
す
る
会
教

室
展10

月
20
日（
火
）～
25
日（
日
）午

前
10
時
～
午
後
５
時（
25
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

◆
小
さ
な
盆
栽
展

10
月
29
日（
木
）～
11
月
１
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
５
時（
29
日

は
午
後
１
時
か
ら
、１
日
は
午
後
４

時
ま
で
）

◆
行
徳
写
真
同
好
会
作
品
展

11
月
２
日（
月
）～
８
日（
日
）午
前

10
時
～
午
後
５
時（
２
日
は
午
後
１

時
か
ら
、８
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

♦
♦
♦

市
川
市
史
講
演
会「
日
本
史
の
な

か
の
中
世
市
川
〜
ま
つ
り
ご
と・祈

り
の
か
た
ち
〜
」

中
世
市
川
を
め
ぐ
る
特
色
あ
る
歴

史
と
史
料
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

11
月
７
日（
土
）午
後
１
時
30
分

（
開
場
は
30
分
前
）～
４
時
30
分

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ジ
オ先着

２
４
０
人

☎
３
０
０・８
０
２
０
文
化
振
興
課

♦
♦
♦

市
川
産
ホ
ン
ビ
ノ
ス
貝
、板
の
り

な
ど
の
直
売

10
月
25
日（
日
）午
前
11
時
～
午

後
３
時

い
ち
か
わ
観
光・物
産
案
内
所

☎
３
２
４・７
７
５
１
同
施
設

（
地
域
整
備
課
）

 

募
集

♦
♦
♦

１
〜
３
月
の
広
報
い
ち
か
わ
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集

コ
マ（
タ
テ
84
×
ヨ
コ
57
・５
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
）を
１
回
掲
載
し
た
場
合

●
１
号
広
告（
第
１
週
号
／
４
色
）

５
０
，０
０
０
円

●
２
号
広
告（
第
３
週
号
／
２
色
、

色
の
指
定
は
不
可
）３
０
，０
０
０
円

※
い
ず
れ
も
２
～
４
コ
マ
分
を
１
広

告
と
し
て
掲
載
で
き
ま
す（
掲
載
料

は
コ
マ
数
分
必
要
）。

今
回
募
集
分 

●
１
号
広
告
／
１
月

１
日
号
、２
月
６
日
号
、３
月
５
日

号
。●
２
号
広
告
／
１
月
16
日
号
、

２
月
20
日
号
、３
月
19
日
号
。

申
込
期
間 

10
月
30
日（
金
）ま
で
。６

回
分
を
こ
の
期
間
に一
括
し
て
受
け

付
け
ま
す
。詳
し
く
は
市
公
式
Ｗｅ

ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法 

広
告
掲
載
申
込
書

（

広
報
広
聴
課
ま
た
は
市
公
式
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
入
手
で
き
ま
す
）、広

告
の
原
稿
案（
紙
）、広
告
に
関
す
る

事
業
の
説
明
資
料
を
申
込
期
間
内

に
広
報
広
聴
課
へ
提
出
。複
数
回
の

掲
載
申
し
込
み
も
可
。

☎
３
３
４・１
１
０
６
同
課

♦
♦
♦

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

市
内
で
見
ら
れ
る
光
景
や
風
景
を

題
材
に
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格 

プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
を
除

き
、ど
な
た
で
も

募
集
部
門 

一
般
の
部
／
市
内
の
光

景
や
風
景
を
題
材
に
し
た
作
品

（
テ
ー
マ
は
自
由
）、モ
デ
ル
の
部
／
11

月
下
旬
開
催
の
観
光
協
会
主
催
の

撮
影
会
で
撮
影
す
る
作
品
。

応
募
規
定 

①
自
作
品
未
発
表
の
も

の
で
、平
成
26
年
11
月
か
ら
1
年
以

内
に
撮
影
し
た
も
の
②
１
人
１
部
門

に
つ
き
３
点
ま
で
③
カ
ラ
ー・モ
ノ
ク

ロ
プ
リ
ン
ト
と
も
に
四
つ
切（
ワ
イ
ド

可
）ま
た
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
④
応
募
作
品

は
原
則
返
却
不
可
。

題
名（
ふ
り
が
な
）・撮
影
場
所・氏

名（
ふ
り
が
な
）・
郵
便
番
号
・
住
所
・

電
話
番
号（
昼
間
の
連
絡
先
）・コ
ン

ク
ー
ル
を
知
っ
た
き
っ
か
け
を
書
い
た

応
募
票（
観
光
協
会
事
務
局
、
総

務
課
、大
柏
出
張
所
な
ど
に
あ
り
。

自
作
可
）を
作
品
ご
と
の
裏
面
に
添

付
し
、12
月
11
日（
金
）必
着
で
郵
送

ま
た
は
持
参
で
観
光
協
会
事
務
局

（
〒
２
７
２・０
０
２
１
八
幡
３
の
３
の

２
の
４
０
８
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
タ

ワ
ー
本
八
幡 

観
光
交
流
推
進
課
内
）

☎
７
１
１・１
１
４
２
同
事
務
局

10
月
3
日
号
１
面
展
覧
会

名
の「
結
城
素
明
」の
ふ
り

が
な
が「
ゆ
う
き
そ
う
め
い
」と
あ
る

の
は
、「
ゆ
う
き
そ
め
い
」の
誤
り
で
し

た
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

 

月・日 

曜
日　

    　

清 

掃 

地 

域

●
自
治（
町
）会・個
人
の
自
主
的
な
清
掃
活

動
で
す
。ご
協
力
く
だ
さ
い
。●
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
際
に
揚
げ
ら
れ
た
泥
土
は
市
で
回

収
し
ま
す
。●
泥
土
の
回
収
は
、清
掃
日
直
後

の
月
曜
日
か
火
曜
日（
清
掃
日
が
月・火
曜
日

の
場
合
は
、そ
の
週
）に
伺
い
ま
す
。●
な
お
、

一
般
ゴ
ミ
一
般
廃
棄
物
な
ど
は
回
収
し
ま
せ

ん
。●
不
定
期（
臨
時
）に
側
溝
清
掃
す
る
場

合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。  （
道
路
安
全
課
）

10・18 

日 

新
田
２
～
４
、曽
谷
１
～
４（
第
１
か

ら
第
４
）、鬼
越（
全
）、鬼
高（
全
）、

新
井（
全
）、島
尻
、広
尾
１
、日
之

出
、南
行
徳
１・２

10・19 

月 

平
田（
全
）

10・22 

木 

八
幡
６
、東
菅
野
４
の
一
部（
古
八

幡
、冨
貴
島
）

10・25 

日 

新
田
１・５
、高
石
神
、宮
久
保
１

（
大
境
）、河
原
、下
新
宿
、本

塩
、欠
真
間（
全
）、本
行
徳
、妙
典

（
全
）、塩
焼
、関
ケ
島
、伊
勢
宿
、

末
広（
全
）、相
之
川（
全
）

10・26 

月 

富
浜（
全
）、宮
久
保（
全
）

10・28 

水 

東
菅
野
４
・５（
美
里
苑
）、福
栄

（
全
）

10・29 

木 

本
北
方
１

10・30 

金 

曽
谷
６・７（
第
５
）、下
貝
塚（
全
）

11・1 

日 

市
川
４（
根
本
）、北
方
２
、本
北
方

１
の一
部（
北
方
中
央
）、押
切
、湊
、

湊
新
田（
全
）、新
浜
１
、南
行
徳
３・

４
、大
洲（
全
）、大
和
田
１・３・５
、

田
尻
４・５
の
一
部
、原
木
４
、国
分

２・３（
根
古
屋
）、若
宮
１
、北
方
町

４（
東
南・富
士
見
台
）、曽
谷
１
、奉

免
町（
ひ
め
み
や
）、柏
井
町
１（
第

１
、東
昌
台
）、柏
井
町
３（
第
３
団

地
）

11・2 

月 

国
府
台（
全
）

11・3 

祝 

本
北
方
２

11・5 

木 

香
取（
全
）、行
徳
駅
前
３・４
、本
北

方
３
、北
方
３
、若
宮
２

11・6 

金 

若
宮
３（
上
町
）

11・7 

土 

八
幡
１
、南
八
幡
１（
八
幡
上・下
）

11・8 

日 

稲
荷
木（
全
）、中
国
分（
全
）、国

分
１
、大
和
田
２・４
、東
大
和
田

（
全
）、大
町
、大
野
町（
全
）、稲
越

町
、北
方
町
４（
千
足
）、曽
谷
５・８

（
第
６
）

11・9 

月 

真
間
４・５

11・10 

火 

高
谷
、二
俣（
全
）、北
国
分（
全
）、

中
山
３・４

11・11 

水 

中
山
１・２

11・15 

日 

須
和
田（
全
）、北
方
１
、鬼
越

（
全
）、鬼
高（
全
）、新
井（
全
）、島

尻
、広
尾
１
、日
之
出
、南
行
徳
１・

２

11・16 

月 

南
八
幡
１（
し
ら
さ
ぎ
）、平
田（
全
）

11・18 

水 

新
田
２
～
４
、曽
谷
１
～
４（
第
１
か

ら
第
４
）

11・19 

木 

若
宮
３（
下
町
）、市
川
南
１
～
４
、

市
川
２

11・22 

日 

八
幡
６
、東
菅
野
４
の
一
部（
古
八

幡
、冨
貴
島
）、高
石
神
、宮
久
保

１（
大
境
）、河
原
、下
新
宿
、本

塩
、欠
真
間（
全
）、本
行
徳
、妙
典

（
全
）、塩
焼
、関
ケ
島
、伊
勢
宿
、

末
広（
全
）、相
之
川（
全
）

先
着
３
０
０
人

11
月
10
日（
火
）ま
で
に
☎
０
４
３・ 

２
２
３・２
３
３
３
県
環
境
生
活
部
生

活
安
全
課

　
　
　
　
　
　

 （
男
女
共
同
参
画
課
）

♦
♦
♦

千
葉
県
最
低
賃
金
の
改
正

千
葉
県
最
低
賃
金
が
10
月
１
日
か

ら
８
１
７
円（
19
円
引
き
上
げ
）に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。詳
し
く
は
、千
葉
労

働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
ま
た
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
３・２
２
１・２
３
２
８
千
葉

労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
雇
用
労
政
担
当
室
）

 
講
座・催
し

♦
♦
♦

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

11
月
27
日（
金
）・28
日（
土
）い
ず

れ
も
午
前
10
時
～
午
後
５
時

消
防
局
※
車
で
の
来
場
不
可
。

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
、先
着

１
３
０
人
。た
だ
し
、11
月
11
日（
水
）

時
点
で
定
員
に
達
し
て
い
な
い
場
合

は
、市
外
の
方
で
も
受
け
付
け
。

４
，３
０
０
円

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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霊園一般墓地の使用者を募集

※他の墓地等からの遺骨改葬による申し込み
は、6または12平方メートルの普通墓地のみです。
※平成27年5月から、4、6、12平方メートルの普通
墓地は年間を通し随時受け付けをしています。

募集案内配布・申込受付期間 10月19日
（月）～11月6日（金）
募集案内配布場所 総合市民相談課・

総務課・大柏出張所・南行徳市民セン
ター・市川駅行政サービスセンター・霊園
管理事務所※市川駅行政サービスセン
ターは土曜日、霊園管理事務所は土曜・
日曜日、祝日も配布します。書類の郵送は
できません。
募集区画数 109区画（新規102区画、
返還7区画）
申込資格 平成27年1月8日以前から市
川市に住民登録をし、現在も居住してい
る方。また、現在、遺骨を保持し、その遺
骨の祭祀を主宰する世帯主又は戸籍筆
頭者もしくはその配偶者。その他必要な
条件を満たす方。※特例措置として、過
去の抽選で2回以上落選した方に優先

的に区画を提供します。
抽選会日程・場所 11月19日（木）／勤
労福祉センター本館
使用許可予定日 平成28年1月8日（金）

案内書についている申込書及び専用
はがきに必要事項を書き、霊園管理事務
所に郵送

☎337-5696同事務所
種類 面積 募集数 使用料

新規芝生
墓地

1.5平方
メートル 51区画 499,500円

新規普通
墓地

2.5平方
メートル 51区画 832,500円

返還芝生
墓地

4.0平方
メートル 7区画 1,198,800円

♦
♦
♦

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金

就
労
困
難
な
若
者
や
女
性
な
ど
の

雇
用
を
拡
大
す
る
た
め
、国
の
ト
ラ
イ

ア
ル
雇
用
奨
励
金
の
対
象
労
働
者
の

う
ち
、左
記
の
方
を
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用

終
了
後
引
き
続
き
常
用
雇
用
し
た

事
業
主
に
、奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象 

①
就
労
経
験
の
な
い
職
業
に

就
く
方
②
学
校
卒
業
後
３
年
以
内

で
、卒
業
後
に
安
定
し
た
職
業
に
就

い
て
い
な
い
方
③
妊
娠
、出
産
、育
児

を
理
由
と
し
て
離
職
し
、紹
介
日
の

前
日
時
点
で
、安
定
し
た
職
業
に
就

い
て
い
な
い
期
間
が
１
年
を
超
え
て
い

る
方

奨
励
金
額 

対
象
労
働
者
１
人
に
つ

き
12
万
円（
１
回
限
り
）

☎
７
０
４・４
１
３
１
雇
用
労
政
担

当
室

♦
♦
♦

犯
罪
被
害
者
週
間（
11
月
25
日（
水
）

〜
12
月
１
日（
火
））「
千
葉
県
民
の

つ
ど
い
」

犯
罪
被
害
者
の
実
情
や
被
害
者
支

援
の
重
要
性
に
つい
て
考
え
ま
す
。

11
月
15
日（
日
）午
後
１
時
～
４
時

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
千

葉
市
中
央
区
弁
天
３
の
７
の
７
）
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特集

主な事業と決算額平成26年度の

17億9,527万円
　学⼒・体⼒の向上のため、校内塾・まなびくらぶの新設や
ヘルシースクールなどを実施したほか、平成27年4月に塩
浜⼩中一貫校を開校しました。また、⼩・中学校の校舎等耐
震補強⼯事や国分⼩学校、第四中
学校の建て替え⼯事が完成したほ
か、生涯学習の充実を図るため、公
民館主催講座や図書館のIC化など
を推進しました。

教育の振興

1億8万円
　夜間景観創出のためのイルミ
ネーション設置や、景観資産の発
掘と保全・活用のための「いちかわ
景観１００選」マップの作成、市民や
事業者との協働による公園・緑地・
街路樹の整備及び維持管理など
を実施しました。

美しい景観づくり
24億2,339万円

　快適、安全なまちの実現に向け
て、公共下⽔道や都市計画道路
3・4・18号の整備を推進しました。
また、狭あい道路の改善促進のた
め、セットバック部分を寄付する際
に必要な費用を助成しました。

都市基盤の整備
2億6,692万円

　市民会館の平成29年3月開館
を⽬指して、既存建物の取り壊し
⼯事と基本・実施設計等を⾏いま
した。また、北東部地区にスポーツ
施設を整備するためのスポーツタ
ウン基本構想を策定しました。

文化・スポーツ振興

1億4,314万円
　国分川調節池の中池広場や道の駅の整備推
進、JR武蔵野線沿線のまちづくりのための調査
検討などを実施しました。また、⼥性向け起業セ

ミナー、若年者等就職
⾯接会の開催などに
より、産業振興、雇用
促進を図りました。

魅力あるまちづくり

1億6,848万円
　地域ケアシステム活動拠点の整備など地域福祉コミュニティ
の充実を図るとともに、情報提供の拡充と普及に向けて、スマー
トフォンなどモバイル機器の操作研修を実施した他、特別養護⽼
⼈ホームの建設に対する補助を⾏いました。

⾼齢者の暮らしの安全

56億5,428万円
　市街地浸⽔対策として、⾬⽔管や⼤和⽥ポンプ場などの整備
を推進しました。また、防災⾏政無線の放送内容を確認できる電
話自動応答装置の導入、避難場所や避難所などを市内4地区に
分けて詳細に記載した地区別減災マップの作成など、危機管理体
制の整備を推進しました。

防災対策

26億73万円
　⾎液検査で調べる胃がんリスク検診などの各種がん検診を実施
したほか、予防接種では、ヒブ、⼩児用肺炎球菌などに加え、高齢者
肺炎球菌や⽔痘（⽔ぼうそう）の予防接種を新たに実施しました。

健康づくり

12億2,273万円
　待機児童対策のために、私⽴保育園の整備費用の一部を補助し
たほか、簡易保育園利用者の経済的負担を軽減するため、補助金を
交付しました。また、旧稲荷⽊幼稚園を改修し、障害児の⽀援や保
育クラブなどに利用できる複合施設としたほか、通学路の安全対策
としてカラー舗装の実施、子どもの遊び場として⻘空こども広場を
設置しました。

子ども・子育て支援

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計・特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会

計
の
決
算
が
、市
議
会
9
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、平
成
26
年
度
決
算

の
歳
入
・
歳
出
の
内
容
や
主
な
事
業
の
決
算
額
、財
政
の

健
全
性
に
関
す
る
指
標
と
な
る
健
全
化
判
断
比
率
な

ど
、市
が
保
有
す
る
資
産
・
負
債
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。　   　
　
　
　

☎
３
３
４・１
１
１
０　

財
政
課

市税 みなさんが納めた税金 168,708円

国・県支出金 市の事業に対し、国や県から交付されたお金 61,194円

地方消費税
交付金など

消費税の一部として県から交付されたお金
など 15,418円

財産収入・
寄附金・繰入金・
諸収入

市有地を売却して得たお金、寄附金、基金
（貯金）を取り崩したお金など 10,362円

市債 国や金融機関などから借り入れたお金 9,572円

使用料及び
手数料

施設の使用料や住民票の写しの
交付手数料など 7,549円

その他
前年度から繰り越したお金、保育料や施
設の入所費用など、特定の利益を受ける
方が負担したお金

8,756円

民生費 高齢者、障害者、児童などの福祉の費用 117,228円

衛生費 ごみ処理、がん検診、予防接種などの費用 35,272円

総務費 文化振興、防災対策、情報化推進などの費用 32,605円

教育費 小・中学校、幼稚園、生涯学習振興などの費用 28,025円

土木費 道路、河川、公園などの費用 23,781円

公債費 国や金融機関などから借り入れたお金の返済費用 18,729円

消防費 消防・救急活動の費用 11,008円

その他 商工業振興などの費用 5,869円

歳　　入	 281,559円	 歳　　出	 272,517円

市民1人当たりの市債残高　130,625円
平成25年度対比 7,524円減少

市の人口／47万4,340人　（平成27年3月31日現在・住民基本台帳人口）

市民1人当たりの歳入と歳出一般会計のあらまし

歳入
281,559円

市税
59.9％

国・県支出金
21.7％

財産収入・寄附金・
繰入金・諸収入
3.7％

市債
3.4％

その他
3.1％

使用料及び手数料
2.7％

地方消費税交付金
など
5.5％

歳出
272,517円

民生費
43.0％

衛生費
12.9％

総務費
12.0％

教育費
10.3％

土木費
8.7％

公債費
6.9％

消防費
4.0％

その他
2.2％

安心なまちづくり 快適なまちづくり

教育の振興 活力のあるまちづくり

平成

26
年度

▲いちかわ景観100選に選ばれた江戸川

建て替え工事が完成した国分小学校校舎▶

▲工事が進む都市計画道路３・４・１８号 ▲市民会館建て替えイメージ

◀活気ある女性向け起業
　セミナー
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　資産・負債を適切に管理し、財務情報を分か
りやすく開示するため、発生主義・複式簿記の
企業会計的手法による貸借対照表（バランス
シート）、⾏政コスト計算書、純資産変動計算
書、資金収⽀計算書の財務書類４表を作成し
ています。ここでは市の全ての会計と、市が
50％以上出資している関係団体を一体とみ
なした連結ベースの貸借対照表の概要をお
知らせします。
　財務書類４表は市公式Webサイト、市政情
報センター、中央図書館、⾏徳図書館、⼤野公
民館、男⼥共同参画センターで閲覧できます。

財務書類
（連結ベース）

　基準日（3月31日）時点における財政状態を明らかにするもので、学校や道路、
公園など、⾏政サービスを提供するために保有している「資産」と、資産を取得す
るために調達した財源（「負債」と「純資産」）の内訳を表しています。資産から負債
を除いた純資産は、平成25年度と比べて97億7千9百万円増加しました。

（平成27年3月31日現在、単位：百万円）

貸借対照表

健全化判断比率・資金不足比率

歳入
1,335億
5,488万円

歳出
1,292億
6,581万円

依存財源
国・県からの交付や
借り入れたお金

30.6%
408億8,089万円

自主財源
市が自主的に収入できるお金

69.4%
926億7,399万円

その他の経費

447億6,963万円

34.6%

決算収支 （財源・性質別）

一般会計歳入・歳出差引額		42億8,907万円

●物件費
●維持補修費
●補助費等
●繰出金
●積立金
●投資及び出資金・貸付金

投資的経費
建設工事などに使うお金

7.4%
96億306万円

●普通建設事業費　●災害復旧事業費

義務的経費
支出が義務付けられ、

任意に削減できないお金

58.0%
748億9,312万円

●人件費
●扶助費
●公債費

●国・県支出金
●市債
●地方消費税
　交付金など

●市税
●財産収入・寄附金・
　繰入金・諸収入 　 
●使用料及び手数料
●その他

一般会計

市税
800 億 2,493 万円

国・県支出金
290 億 2,689 万円

地方消費税交付金など
73 億 1,350 万円

財産収入・寄附金・繰入金・諸収入
49 億 1,528 万円

市債
45 億 4,050 万円

使用料及び手数料
35 億 8,060 万円

その他
41 億 5,318 万円

民 生 費
556 億 593 万円

衛 生 費
167 億 3,095 万円

総 務 費
154 億 6,566 万円

教 育 費
132 億 9,351 万円

土 木 費
112 億 8,013 万円

公 債 費
88 億 8,378 万円

消 防 費
52 億 2,146 万円

そ の 他
27 億 8,439 万円

歳入（総額）
1,335億5,488万円

歳出（総額）
1,292億6,581万円

特別会計

公営企業会計

歳入（総額）
880億7,433万円

歳入（総額）
17億8,004万円

歳出（総額）
861億4,927万円

歳出（総額）
20億164万円

国民健康保険
456 億 7,434 万円

下水道事業
140 億 9,691 万円

地方卸売市場事業
1 億 8,557 万円

介護老人保健施設
11 億 723 万円

介護保険
231 億 1,436 万円

後期高齢者医療
38 億 9,592 万円

病院事業会計収益的収入
16 億 1,748 万円

病院事業会計資本的収入
1 億 6,256 万円

国民健康保険
443 億 932 万円

下水道事業
139 億 712 万円

地方卸売市場事業
1 億 3,910 万円

介護老人保健施設
10 億 8,866 万円

介護保険
228 億 2,023 万円

後期高齢者医療
38 億 8,484 万円

病院事業会計収益的支出
17 億 6,185 万円

病院事業会計資本的支出
2 億 3,979 万円

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）
により、地方公共団体は、毎年度、実質的な赤字や、外郭団体
を含めた実質的な将来負担などを表す指標（健全化判断比率）
と、公営企業ごとの資金不足額を表す指標（資金不足比率）を
議会に報告し、公表を⾏っています。
　平成２６年度決算に基づく本市の健全化判断比率及び資金
不足比率は、いずれも早期健全化基準等を下回り、財政状況は
前年度に引き続き健全段階であるという結果となっています。

※算定結果が「ー」となっている比率について、「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」、
および「資金不足比率」は、各会計における「26年度算定結果」の値が全て黒字であり、
算定の基礎となる赤字及び資金の不足額がないこと、また、「将来負担比率」は、将来負担
額に充当することができる財源等が、将来負担額を上回っていることによるものです。

全会計の市債残高　984億4,969万円
平成25年度対比 29億3,487万円減少

指標名 内　容 26年度
算定結果

早期健全化
基準

財政再生
基準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率
一般会計等を対象とした実質赤
字額の標準財政規模に対する
割合

－ 11.25% 20％

連結実質赤字
比率

公営企業会計を含む、すべての
会計を連結した実質赤字額の
標準財政規模に対する割合

－ 16.25% 30％

実質公債費比率
（３ヵ年平均）

一般会計等が負担する元利償
還金及び準元利償還金の標準
財政規模に対する割合

0.7％ 25％ 35％

将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき
実質的な負債額の標準財政規
模に対する割合

－ 350％

資金不足比率
各公営企業における資金不足
額の事業規模（事業収入）に対
する割合

病　院  － 経営健全化基準
下水道  －

20%
市　場  －

資産の部（これまでに取得した資産） 負債の部（市民がこれから負担する金額）
1. 金融資産 47,903 1. 流動負債 16,916

（1）資金 11,573 （1）翌年度償還予定市債 9,471
（2）債権 10,546 （2）その他 7,445

（3）投資等 25,784
2. 非流動負債 126,348

（1）市債 88,979
（2）退職給付引当金 30,062

2. 非金融資産 1,018,694 （3）その他 7,307
（1）事業用資産

　  （学校、公民館など） 242,116 負債合計 143,264
純資産の部（市民がこれまでに負担した金額）

（2）インフラ資産
　  （道路、公園など） 776,578 1. 純資産 923,333

純資産合計 923,333
資産合計 1,066,597 負債・純資産合計 1,066,597
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参
加
も
可
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
同
セ
ン

タ
ー
母
子
保
健
担
当

♦
♦
♦

両
親
学
級

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
、お
産
の
経

過
、沐
浴
実
習
。

①
12
月
13
日（
日
）午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分
／
保
健
セ

ン
タ
ー
②
12
月
19
日（
土
）午
後
１
時

～
４
時
／
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

初
産
で
出
産
予
定
日
が
平
成
28

年
２
～
４
月
の
妊
婦
と
そ
の
夫
。抽

選
で
各
45
組
※
母
親
学
級
と
の
重

複
受
講
は
不
可
、抽
選
結
果
は
11

月
下
旬
に
は
が
き
で
通
知
。

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
上
段

参
照
）、「
12
月
両
親
学
級
希
望
」、

夫
婦
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、生
年
月

日
、出
産
予
定
日
を
書
き
、11
月
２

日（
月
）～
16
日（
月
）必
着
で
①
保

健
セ
ン
タ
ー（
〒
２
７
２・０
０
２
３

南
八
幡
４
の
18
の
８
）②
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
担
当

（
〒
２
７
２・０
１
３
８
南
行
徳
１
の

21
の
１
）

☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

秋
空
え
ほ
ん
の
会

秋
に
ち
な
ん
だ
絵
本
を
楽
し
ん
だ
後
、

野
菜
ス
タ
ン
プ
で
遊
び
ま
す
。汚
れ
て

も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

10
月
25
日（
日
）午
後
２
時（
集

合
は
５
分
前
）～
２
時
30
分

こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん

４
歳
か
ら
小
学
生
ま
で

☎
３
２
０・３
３
４
６
中
央
図
書
館

♦
♦
♦

と
し
ょ
か
ん
ツ
ア
ー

普
段
は
入
る
こ
と
の
出
来
な
い
図

書
館
の
書
庫
や
自
動
車
図
書
館
な

ど
を
案
内
し
た
後
、お
は
な
し
室
で

ミ
ニ
え
ほ
ん
の
会
も
行
い
ま
す
。

11
月
１
日（
日
）午
後
２
時（
集
合

は
５
分
前
）～
２
時
40
分

中
央
図
書
館

小
学
生
以
下
、先
着
15
人（
要
保

護
者
同
伴
）

本
日
か
ら
直
接
こ
ど
も
と
し
ょ
か

ん
カ
ウ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

☎
３
２
０・３
３
４
６
同
館

♦
♦
♦

子
育
て
サ
ー
ク
ル
代
表
者
研
修
会

「
親
子
で
楽
し
む
運
動
遊
び
」

「
ま
っ
す
ぐ
走
る
」「
鉄
棒
が
得
意
」

子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

妊
婦・新
生
児・１
〜
２
カ
月
児
訪
問

妊
婦
訪
問 

電
話
で
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

新
生
児・１
～
２
カ
月
児
訪
問 

母
子

健
康
手
帳
別
冊
に
あ
る
出
生
連
絡

票
に
必
要
事
項
を
書
い
て
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
郵
送
。は
が
き
到
着
後
、訪

問
し
ま
す
。出
生
連
絡
票
の
郵
送

が
な
い
場
合
は
、生
後
２
カ
月
以
降

「
縄
跳
び
を
跳
ぶ
」な
ど
、子
ど
も
の

運
動
能
力
を
伸
ば
す
遊
び
を
親
子

で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。子
育
て
サ
ー

ク
ル
の
紹
介
、情
報
展
示
も
あ
り
。

11
月
６
日（
金
）午
前
10
時
30
分

～
正
午

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

２
歳
～
未
就
学
児
の
子
育
て

サ
ー
ク
ル
に
興
味
が
あ
り
、体
を
動

か
す
こ
と
が
好
き
な
親
子
、先
着
40

組
10
月
19
日（
月
）午
前
9
時
か
ら

☎
７
１
１・１
７
３
６
す
こ
や
か
応
援

隊♦♦
♦

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば「
５
〜
８
カ
月
の

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
ひ
ろ
ば
」

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
、赤

ち
ゃ
ん
と一
緒
に
遊
び
に
行
け
る
遊
び

場
の
紹
介
、ハ
ー
フ
バ
ー
ス
デ
ー
の
お

祝
い
な
ど
。

11
月
10
日（
火
）午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

本
光
寺（
大
野
町
３
の
１
３
９
５

の
１
）大野

町
周
辺
に
在
住
の
５
～
８

カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
母
親
、先
着
15

組
前
日
ま
で
に
☎
７
１
１・１
７
３
６

す
こ
や
か
応
援
隊

♦
♦
♦

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
in
あ
じ
さ
い
保

育
園「
冬
の
子
ど
も
の
肌
ト
ラ
ブ
ル
」

自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
ス
キ
ン
ケ
ア

の
話
や
、親
子
で
楽
し
め
る
遊
び
、体

操
な
ど
。

11
月
２
日（
月
）午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

あ
じ
さ
い
保
育
園（
妙
典
５
の
12

の
16
）

２
歳
～
就
園
前
の
親
子
、先
着

20
組前

日
ま
で
に
☎
７
１
１・１
７
３
６

す
こ
や
か
応
援
隊

♦
♦
♦

子
ど
も
と
通
じ
合
え
て
い
ま
す
か

〜
成
長
発
達
に
あ
っ
た
言
葉
か
け

と
向
き
合
い
方
を
知
ろ
う
〜

子
ど
も
の
成
長・発
達
段
階
に
合
わ

せ
た
言
葉
の
か
け
方
や
、対
応
の
仕

方
に
つい
て
学
び
ま
す
。

11
月
21
日（
土
）午
前
10
時
30
分

～
正
午

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住・在
勤・在
学
の
方
、先

着
１
５
０
人
。※
子
ど
も
の
同
席
不

可
。（
１
歳
～
未
就
学
児
の
保
育
あ

に
訪
問
し
ま
す
。里
帰
り
先
で
新
生

児
訪
問
を
希
望
す
る
方
は
、生
後

28
日
ま
で
過
ご
す
市
町
村
に
確
認

し
、訪
問
指
導
が
な
い
場
合
は
、市

に
戻
っ
て
か
ら
１
～
２
カ
月
児
訪
問

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

パ
パ
マ
マ
栄
養
ク
ラ
ス（
マ
マ
の
日
）

妊
娠
中
の
食
事
の
ア
ド
バ
イ
ス・試
食
。

12
月
17
日（
木
）午
後
１
時
15
分

～
３
時
30
分

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

出
産
予
定
日
が
平
成
28
年
２
～

４
月
の
妊
婦
、32
人

試
食
代
１
０
０
円
程
度

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当

♦
♦
♦

母
親
学
級

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
、お
産
の
経

過
、沐
浴
実
習
な
ど
。

12
月
４
日・11
日（
金
）午
後
１
時

～
４
時
※
２
日
間
で
１
コ
ー
ス
。

保
健
セ
ン
タ
ー

初
産
で
出
産
予
定
日
が
平
成
28

年
２
～
４
月
の
妊
婦
、先
着
45
人

※
両
親
学
級
と
の
重
複
受
講
は
不

可
、２
回
目
は
夫
ま
た
は
祖
父
母
の

料
の
支
払
い
が
難
し
い
場
合
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
＝
☎
３
３
４・１
１
７
３
、

利
用
料
＝
☎
７
０
４・０
２
５
９
介

護
福
祉
課

♦
♦
♦

愛
の
献
血　
　
　
　
　
　

 

20

①
10
月
24
日（
土
）午

前
9
時
45
分
～
午
後
0
時
45
分
、

午
後
２
時
～
３
時
／
南
行
徳
小
学

校
②
10
月
31
日（
土
）午
前
10
時
～

午
後
０
時
15
分
、午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
／
新
井
小
学
校

☎
０
４
７・４
５
７・０
７
１
１
千
葉

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

（
保
健
医
療
課
）

雇
用
期
間・時
給 

講
師
種
に
よ
る

☎
３
８
３・９
２
６
１
義
務
教
育

課

健
康
・
福
祉

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

介
護
保
険
料・利
用
料
の
減
免
制
度

所
得
段
階
が
第
１
段
階（
生
活
保
護

受
給
者
を
除
く
）か
ら
第
３
段
階

で
、生
計
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
を
対
象
に
減
額
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。保
険
料
の
納
付
や
利
用

り
。先
着
10
人
）

10
月
19
日（
月
）午
前
９
時
か
ら

☎
７
１
１・０
６
７
９
子
育
て
支
援

課♦♦
♦

こ
ど
も
寄
席
〜
日
本
の
伝
統
芸
能

「
落
語
」を
楽
し
も
う
〜

市
川
市
出
身
の
落
語
家
、川
柳
つ
く

し
を
迎
え
ま
す
。

11
月
８
日（
日
）午
後
２
時（
開
場

は
15
分
前
）～
３
時

郭
沫
若
記
念
館

小・中
学
生
、先
着
20
人

10
月
18
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

☎
３
７
４・７
６
８
７
芳
澤
ガ
ー
デ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
文
化
振
興
課
）

♦
♦
♦

こ
ど
も
館
の
催
し

ヨ
ガ
や
音
楽
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ

ん
か
。電

話
ま
た
は
直
接
各
館

（
子
育
て
支
援
課
）

 

求
人

♦
♦
♦

①
保
育
士

②
保
育
パ
ー
ト

資
格・人
数 

①
保
育
士
証
取
得
済

の
方
、８
人
②
保
育
士
証
取
得
済
の

方
ま
た
は
子
育
て
経
験
が
あ
る
方
、

８
人

雇
用
期
間 

①
②
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

時
給 
①
１
，２
３
０
円
②
９
９
０
円

☎
７
１
１・１
７
９
８
こ
ど
も
施
設

運
営
課
に
電
話
後
、履
歴
書
及
び
保

育
士
証
の
写
し
を
持
参

♦
♦
♦

市
立
公
立
学
校
各
種
講
師

資
格・人
数 

各
種
教
員
免
許・若
干
名

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返
信

用
の
あ
て
先
も
記
入 

※
は
が

き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、い
ず
れ
の
場
合
も

右
記
の
必
要
事
項
を
書
い
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。※
熱
を
加
え

る
と
消
え
る
筆
記
用
具
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項

　焼き芋や、わらリース作りの他、
４０年程前まで使われていた農機具
でのわら打ち機体験や、わらじ体
験、火おこし体験、組ひも作り、お手
玉遊びなどで昔の秋を楽しみます。

会場 市川こども館
☎３２２-１４０４

相之川こども館
☎３５６-７３８１

内容 親子で楽しむ
ヨガタイム

音と遊ぼう
フルートの調べ

対象・
人数

１、２歳の幼児と
保護者、先着１５組

乳幼児と保護者
及び小学生以上

日時 １１月２１日（土）
１０：３０～１１：４５

１１月１４日（土）
１１：００～１１：２０

考古・歴史博物館
博物館オータムフェスタ

昭和の時代にタイムスリップ昭和の時代にタイムスリップ

１１月３日（祝）午前１０時～
午後２時※荒天中止

歴史博物館
焼き芋のみ１個１５０円
☎３７３-６３５１同館

▲火がつくと歓声が上がる火おこし体験

▶わらを木づちで柔らかくして、
　リースを作ります。

　

今
年
度
、介
護
保
険
制
度
に
新
た
に
組
み
込
ま
れ
た
、高
齢
者
を
支

え
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
の
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

☎
７
０
４・０
２
８
３
福
祉
政
策
課

◆
市
民
向
け
説
明
会
※
い
ず
れ
も
１
時
間
程
度

①
11
月
13
日（
金
）午
後
２
時
／
ア
イ・リ
ン
ク
ル
ー
ム
②
17
日

（
火
）午
後
２
時
／
大
野
公
民
館
③
18
日（
水
）午
後
２
時
／
行
徳
公

民
館
④
24
日（
火
）午
前
10
時
30
分
／

第
５
委
員
会
室

◆
事
業
者
向
け
説
明
会
※
い
ず
れ
も
１
時
間
半
程
度

11
月
10
日（
火
）①
午
前
10
時
②
午
後
２
時
③
午
後
６
時
30

分
／
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
本
館
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　ご寄付いただき、ありがとうございました。
市川市（ふるさと納税）［５月分・敬称略］
◎三宅祐崇（10,000円）◎簗瀬真保（10,000円）◎斉藤
大輔（10,000円）◎沓掛隆太郎（10,000円）◎半田浩之

（10,000円）◎今田賢志（10,000円）◎市川善史（10,000
円）◎前川絵梨（10,000円）◎森川光也（200,000円）
◎須藤亮（10,000円）◎本多毅（10,000円）◎金井伸彦

（20,000円）◎江藤陽輔（10,000円）◎島崎英一（10,000
円）◎深津貴成（10,000円）◎柴田大輔（10,000円）
◎清水伸二（10,000円）◎松田賢（10,000円）◎深津
康仁（10,000円）◎木ノ下誠（10,000円）◎地引雄一郎

（10,000円）◎畠山誠（10,000円）◎小山将史（10,000
円）◎丹羽教夫（10,000円）◎高橋克也（60,000円）◎
高橋宏美（10,000円）◎高橋裕司（10,000円）◎田中宏樹

（10,000円）◎杉山通人（10,000円）◎天方恒介（10,000
円）◎堤尚史（10,000円）◎宮本祥佑（10,000円）◎岩崎
真（10,000円）◎伊藤務（10,000円）◎渡井一英（10,000
円）◎高橋幸一（10,000円）

善意の花園



１
，０
０
０
円

11
月
４
日（
水
）ま
で
に
☎

３
２
０・４
０
０
２
社
会
福
祉
協
議

会♦♦
♦

い
ま
だ
か
ら
聞
き
た
い
、後
見
人
の

役
割
は
、仕
事
は

成
年
後
見
制
度
に
関
わ
っ
て
い
る
専

門
職
や
市
民
後
見
人
な
ど
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、成
年
後
見
制
度

を
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

11
月
19
日（
木
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

先
着
１
５
０
人

☎
３
２
０・４
０
０
１
社
会
福

祉
協
議
会

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

ペ
ー
パ
ー
ヘ
ル
パ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

介
護
技
術
の
基
礎
に
つ
い
て
学
ぶ

他
、現
役
ヘ
ル
パ
ー
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

①
11
月
５
日（
木
）②
18
日（
水
）い

ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

①（
一
財
）市
川
市
福
祉
公
社（
南

八
幡
５
の
10
の
７ 

Ｉ
Ｎ
Ｇ
ビ
ル
２
階
）

②
行
徳
文
化
ホ
ー
ル
Ｉ
＆
Ｉ

介
護
福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
資
格
を
有
し
、現
在
就
労
し

て
い
な
い
方
。各
回
抽
選
で
20
人

は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面
上
段

参
照
）と
生
年
月
日
、お
持
ち
の
資

格
、受
講
動
機
、受
講
希
望
日
を
書

き
、①
10
月
27
日（
火
）②
11
月
12
日

（
木
）ま
で（
消
印
有
効
）に（
一
財
）市

川
市
福
祉
公
社
ペ
ー
パ
ー
ヘ
ル
パ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
担
当（
〒
２
７
２・ 

０
０
２
３
南
八
幡
５
の
10
の
７ 

Ｉ
Ｎ

Ｇ
ビ
ル
２
階
）

☎
３
１
３・４
０
７
２
同
公
社

♦
♦
♦

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ

さ
ま
ざ
ま
な
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
や
、

新
体
力
テ
ス
ト
を
受
け
、自
分
の
体

力
レ
ベ
ル
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

10
月
25
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

運
動
の
で
き
る
服
装
、運
動

シ
ュー
ズ（
室
内・屋
外
）、飲
み
物

☎
３
７
３・３
１
１
２
ス
ポ
ー
ツ
課

♦
♦
♦

筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援

学
校
文
化
祭
バ
ザ
ー

11
月
１
日（
日
）午
前
10
時
～
正

午
※
雨
天
決
行

同
校（
国
府
台
２
の
２
の
１
）

☎
３
７
１
・４
１
３
７
、Ｆ
Ａ
Ｘ

３
７
３・９
１
１
３
同
校

（
障
害
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

①「
福
祉
の
し
ご
と
セ
ミ
ナ
ー
」

②「
福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア・

in
ち
ば
」

11
月
14
日（
土
）①
午
前
10
時
30

分
～
11
時
45
分
②
午
後
１
時
～
４
時

内
①
介
護
職
と
し
て
現
場
で
活
躍

す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
語
る
仕
事
の

内
容
や
役
割
、や
り
が
い
②
社
会
福

祉
施
設
な
ど
と
の
面
談
、福
祉
の
仕

事
に
関
す
る
相
談

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場（
千
葉

市
美
浜
区
中
瀬
２
の
１
）①
２
０
１

会
議
室
②
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
他

☎
０
４
３・２
２
２・１
２
９
４
千
葉

県
社
会
福
祉
協
議
会
千
葉
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
政
策
課
）

 

募
集

♦
♦
♦

市
民
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
参
加
者

２
～
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
各
自
の
体

力
に
合
わ
せ
た
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の

他
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
あ
り
。部
門
、

申
し
込
み
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
申

込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
１
月
１
日（
祝
）午
前

９
時（
受
け
付
け
は
８
時
～
８
時
40

分
）ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
周
辺

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学

４
年
生
以
上
※
20
歳
未
満
の
方
は

要
保
護
者
の
同
意
。市
外
居
住
者
で

市
体
育
協
会
加
盟
団
体
登
録
者・い

ち
か
わ
歩
こ
う
会
登
録
者
及
び
市

内
の
学
校
の
卒
業
者
は
参
加
可
。

中
学
生・ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＝
６
０
０

円
、高
校
生・一
般・フ
ァ
ミ
リ
ー
＝
１
，

３
０
０
円
※
荒
天
な
ど
に
よ
り
中
止

の
場
合
も
参
加
費
は
返
金
し
ま
せ

ん
。

申
込
期
間 

10
月
19
日（
月
）～
11
月

19
日（
木
）

申
込
書
配
布
場
所 

市
役
所
、ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
、塩
浜
市
民
体
育
館
、信

篤
市
民
体
育
館
、行
徳
支
所
、大
柏

出
張
所
、市
川
駅
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、南
行
徳
市
民
セ
ン
タ
ー
、各

公
民
館
な
ど

☎
３
７
３・３
１
１
２
ス
ポ
ー
ツ
課

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面

上
段
参
照
）を
書
き
、10
月
24
日

（
土
）ま
で（
消
印
有
効
）に
障
害
者

支
援
課（
〒
２
７
２・８
５
０
１
※
住

所
不
要
）

☎
３
３
４・１
１
６
８
同
課

♦
♦
♦

重
症
心
身
障
害
児
者
支
援
研
修
会

「
脳
性
ま
ひ
」に
つ
い
て
、３
回
に
分
け

て
実
技
を
交
え
な
が
ら
行
い
ま
す
。

11
月
10
日
、12
月
８
日
、平
成
28

年
１
月
12
日
、い
ず
れ
も
火
曜
日
午

後
７
時
～
９
時

急
病
診
療・ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

重
症
心
身
障
害
児
者
支
援
に
興

味
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も
、先
着
で

各
50
人

☎
３
７
０・１
８
７
１
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
３
７
０・１
８
７
２
障
害
者
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

障
害
者
文
化
講
座

合
唱・コ
ー
ル
チ
ク
タ
ク

障
害
の
あ
る
方
た
ち
と
一
緒
に
合
唱

を
楽
し
み
ま
す
。

月
に
１
～
２
回
、土
曜
日
の
午
後

１
時
～
４
時

市
川
駅
南
公
民
館

市
内
在
住
で
障
害
の
あ
る
方
、障

害
の
あ
る
方
と
共
に
学
べ
る
方

２
，０
０
０
円（
６
カ
月
）

☎
３
３
４・１
１
６
８
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
３
３
５・２
０
３
０
障
害
者
支
援
課

♦
♦
♦

在
宅
医
療
推
進
セ
ミ
ナ
ー

「
口
腔
ケ
ア
と
嚥え

ん
げ下
リ
ハ
ビ
リ
〜

ノ
ド
を
若
返
ら
せ
ま
し
ょ
う
〜
」

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め

に
、医
師
や
言
語
聴
覚
士
か
ら
飲
み

込
み
の
機
能
に
つい
て
学
び
ま
す
。

11
月
16
日（
月
）午
後
１
時
30
分（
受

け
付
け
は
30
分
前
）～
午
後
３
時
30
分

南
行
徳
市
民
談
話
室

先
着
80
人

☎
３
３
４・１
１
８
３
地
域
支
え

あ
い
課

♦
♦
♦

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

同
じ
悩
み
を
持
つ
方
と
交
流
し
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

11
月
19
日（
木
）午
前
11
時
30
分

～
午
後
２
時

山
崎
製
パ
ン
企
業
年
金
基
金
会
館

（
市
川
１
の
３
の
14
）

在
宅
介
護
を
し
て
い
る
方
、先
着

30
人
※
代
替
介
護
が
必
要
な
方
は

申
し
込
み
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

11
月
６
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分

中
央
公
民
館

先
着
15
組

☎
３
３
８・３
８
４
０
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
千
葉
県
支
部

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

は
り・き
ゅ
う・マ
ッ
サ
ー
ジ

無
料
相
談

10
月
30
日（
金
）午
後
１
時
～
４

時
ど
な
た
で
も

八
幡
市
民
談
話
室

☎
３
５
７・３
３
９
３
市
川
浦
安
鍼

灸
マッ
サ
ー
ジ
師
会（
冨
森
）

（
介
護
福
祉
課
）

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

市
民
手
話
教
室

手
話
に
興
味
が
あ
り
学
び
た
い
方
の

た
め
の
手
話
教
室
で
す
。

11
月
14
日（
土
）～
平
成
28
年
２

月
13
日（
土
）の
全
10
回
、い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
正
午

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
手
話

に
興
味
の
あ
る
方
、抽
選
で
20
人

１
，０
０
０
円

11
月
９
日（
月
）～
13
日（
金
）

抽
選
で
５
０
０
組
１
，０
０
０
人

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面

上
段
参
照
）を
書
き
、10
月
27
日

（
火
）ま
で（
消
印
有
効
）に
同
施
設

（
〒
２
７
２
・０
０
１
２
上
妙
典

１
５
５
４
）

☎
３
２
９・６
７
１
１
同
施
設

♦
♦
♦

早
期
発
見
の
た
め
の
口
腔
が
ん
検
診

１
次
検
診
＝
問
診
・
診
察
・
結
果
説

明
。２
次
検
診
＝
１
次
検
診
の
結

果
、必
要
な
方
に
細
胞
診
・
結
果
説

明
。30

歳
以
上

口
腔
が
ん
検
診
指
定
歯
科
医
院

１
次
検
診
＝
６
０
０
円
、２
次
検

診
＝
６
０
０
円
※
70
歳
以
上
の
方・

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者・非
課
税
世
帯
者
は
無
料
。

は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面
上
段

参
照
）と
生
年
月
日
を
書
き
、保
健

セ
ン
タ
ー
歯
科
担
当（
〒
２
７
２
・ 

０
０
２
３
南
八
幡
４
の
18
の
８
）

☎
３
７
７・４
５
１
１
同
セ
ン
タ
ー

歯
科
担
当

♦
♦
♦

司
法
書
士
成
年
後
見
無
料
相
談
会

成
年
後
見
制
度
の
他
、遺
言
・
相
続

な
ど
、高
齢
者
や
障
害
者
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

♦
♦
♦

う
つ
の
心
配
相
談（
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー
、南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー☎３

７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー
地
域
担
当

♦
♦
♦

歯
と
お
口
の
相
談

在
宅
で
療
養
中
の
方
、身
体
に
ハ
ン
デ

を
抱
え
て
い
る
方
な
ど
の
歯
や
口
に

関
す
る
相
談
を
電
話
や
窓
口
で
受
け

付
け
対
応
し
ま
す
。

月
～
金
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午
後

５
時
、土
曜
日
＝
午
前
９
時
～
正
午

市
川
市
歯
科
医
師
会
口
腔
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
八
幡
２
の
９
の
９
）

☎
３
３
２・０
１
８
７
同
セ
ン
タ
ー

（
健
康
支
援
課
）

♦
♦
♦

自
死
遺
族
相
談（
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
地
域
担
当

♦
♦
♦

ク
リ
ー
ン
ス
パ
市
川
に
抽
選
で

無
料
招
待

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ク
リ
ー
ン
ス
パ
市

川
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

抽
選
で
無
料
招
待
し
ま
す
。※
飲
食

な
ど
有
料
。

　日頃の運動不足を解消し、リフレッ
シュしませんか。運動に自信のない方
でも大丈夫です。

☎３７３-３１１２スポーツ課

１２月１日（火）～平成２８年３月２５日（金）
市内在住の方、抽選で各定員。複数教室

参加可。※子ども連れの参加不可。
１教室３,０００円（１５回分、事前一括納付）
往復はがき（１人１枚）に必要事項（６面上段参照）と希望の会場名・教室

（第３希望まで可、当選ははがき１枚につき１教室）を書き、１１月６日（金）必着
で国府台市民体育館（〒２７２-０８２７国府台１-６-４）、または各会場にある申
請書で申し込み（返信用のはがきを添付）※空き教室が出た場合は落選者に
通知。

～見えなくなったら、希望が見えた。天才
にも努力家にもなれない「弱者」が人生
を変えるには～

　小学校５年生の時に受けた心
臓手術の影響で、次第に視力を
失った穴澤雄介氏。光を失って得
たものとは。講演とともにバイオ
リン演奏をお楽しみいただきま
す。講演前に中学生人権作文コ
ンテスト優秀作品の朗読とハンド
ベルの演奏あり。

１２月５日（土）午後１時３０分（開場は３０分
前）～３時３０分

文化会館
先着３００人
往復はがき（１枚で２人まで）に必要事項（６

面上段参照）を書き、１１月１３日（金）必着で男
女共同参画課（〒２７２-００３４市川１-２４-２）

☎３２２-６７００同課

穴澤雄介氏

１２月４日（金）～１０日（木）人権週間記念事業

▲ゆっくりとした動きで体を伸ばす
ヨガ教室

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内

広報いちかわ　2015年（平成27年）10月17日　No.15307 支え合い

教　室　名 定員 場所・日程 曜日 時間
ボディコンディショニング教室

４０人 信篤市民体育館
１２／４～３／２５ 金曜日

９：００～ ９：４５
初級者のエアロビクスダンス教室 １０：００～１０：４５
初心者のヨガ教室 １１：００～１１：４５
ヨガ教室 １２：００～１２：４５
エアロビクスダンス教室

３０人 塩浜市民体育館
１２／１～３／２２ 火曜日

９：００～ ９：４５
ストレッチ教室 １０：００～１０：４５
ボディメイクエクササイズ教室

４０人

塩浜市民体育館
１２／３～３／２４ 木曜日

１３：００～１３：４５
初心者のヨガ教室 １４：００～１４：４５
骨・コツストレッチ教室 塩浜市民体育館

１２／４～３／２５ 金曜日
１１：００～１１：４５

リズムエクササイズ教室 １２：００～１２：４５
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 イベント
♦♦♦
鬼⾼さんしゃ祭
メディアパーク市川、県立現代産業科学館、
ニッケコルトンプラザで行われる感謝祭です。

１０月２５日（日）午前１０時～午後４時
内 映像コンクールセレクション上映会、秋
空えほんの会、パフォーマンスライブなど。

☎３２０-３３３４文学ミュージアム、☎３７９-
２００５同館、☎３７８-３５５１同プラザ
♦♦♦
八幡一番街商店会いちフェス２０１５
商店会のいっぴんと生演奏の音楽と市川
市お祭り・イベント商品券の販売。

１０月１８日（日）正午～午後６時３０分
一番街商店会通り
☎０９０-８５１０-８００１いちフェス実行委員会

（商工振興課）
♦♦♦
自然博物館の催し

☎３３９-０４７７同館
※荒天中止
◆湿地の環境整備をお手伝い
初参加の方は要問い合わせ。　　 20

１０月２５日（日）午前１０時～正午
◆長田谷津散策会　　　　　　

１１月７日（土）午前１０時（動物園券売所
前集合）～１１時３０分
◆野草の名札付けをお手伝い
車を利用、初参加の方は要問い合わせ。

１１月８日（日）午前１０時～正午
♦♦♦
特別展講演会「東山魁夷と昭和日本画の
礎  結城素明・中村岳陵・山口蓬春」

１１月１５日（日）午後２時～３時３０分
先着３０人

講 河合正朝（千葉市美術館館長）
当日の観覧券が必要
本日午前10時より☎３３３-２０１１東山魁

夷記念館
♦♦♦
８ミリフィルムをビデオに変換
８ミリフィルムで撮影した古い映像をＶＨＳ、Ｄ
ＶＤ、Ｂｌｕ－ｒａｙに移し替えてみませんか。

１１月２１日（土）午前１０時～午後４時
メディアパーク市川文学研修室
先着１４人
☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日休館）

♦♦♦
シナリオ作成ワークショップ
テーマ、モチーフ、起承転結を学びます。

１１月７日（土）午後１時３０分～５時
文学ミュージアム

市内在住・在勤・在学の中学生以上の
方、先着２０人

１,０００円
☎３２０-３３３４同施設（月曜日休館）

♦♦♦
市川のおさかなグルメフェア
市川港でとれたスズキをバラエティ豊かなメ
ニューで味わいませんか。約70店が参加します。

１０月３１日（土）、１１月１日（日）、７日（土）、
８日（日）、１４日（土）、１５日（日）
※天候により日程が変更になる場合があります。

参加店などは公民館などに設置したチラ
シまたは市公式Ｗｅｂサイトをご覧ください。

☎３７７-１０１１市川商工会議所
（商工振興課）

♦♦♦
終戦７０周年事業　平和学習青少年長崎
派遣報告会と映画上映会

１０月２４日（土）①午後１時３０分～２時
15分②午後２時25分～4時10分
内 ①派遣報告会＝長崎市に派遣された中
学生が被爆の実相や平和の大切さを報告
②映画上映会＝原爆を背景に描く、父と娘

の物語「父と暮せば」（原作＝井上ひさし／
監督＝黒木和雄）

メディアパーク市川グリーンスタジオ
先着２２０人
☎７０４-４１２９総務課

♦♦♦
芸術の秋　文化施設をめぐろう
市内文化施設を無料の往復バスで巡りま
せんか。乗車券はバス運行期間中、下記
対象施設の窓口で配布。詳しくは市公式
Webサイトをご覧ください。

１０月２４日（土）～１１月８日（日）の土・日
曜日、午前１０時３０分～午後３時
対象施設 東山魁夷記念館、芳澤ガーデン
ギャラリー、文学ミュージアム、県立現代産
業科学館

☎３００-８０２０文化振興課
♦♦♦
千葉県消防音楽隊フェスティバル
市消防音楽隊、市川昴高校吹奏楽部の
他、県内の消防音楽隊による演奏。

１０月２４日（土）午後０時４５分開演（開
場は３０分前）

文化会館
☎３３３-２１１１消防局消防総務課（音

声ガイダンス・６番）
♦♦♦
芸術祭・文化祭
◆市川市菊花大会

１0月30日（金）～11月16日（月）午前９
時30分～午後３時30分
葛飾八幡宮（八幡４-２-１）
☎３３７-２５２１市川市菊華会（大崎）

◆市川市茶道会市民茶会
お茶席と甘酒を振る舞います。

１1月３日（祝）午前10時～午後３時
文化会館
３席２，０００円
☎３７２-８７５１同会（泉澤）

◆市川市民合唱祭
市内53団体と葛飾区２団体による発表会。

１1月７日（土）・８日（日）午前11時30分
～午後５時15分

文化会館
☎３３４・７８３２市川市合唱連盟（酒井）

（文化振興課）

文化会館
市川市市民文化サポーター企画事業
第八回いちかわ街かど美術
展 作品募集
募集期間=11月1日（日）～30日

（月）/展示期間=2016年2月
14日（日）～21日（日）/文化会
館展示室/ 市内在住、在勤、
在学の方/詳細（出品方法等）
はお問い合わせください/ 文
化会館☎379-5111

オーケストラと歌おう春のう
たごえ「市川・第九」合唱団員
募集
2016年3月27日（日）に開催す
る「市川・第九」に出演する市
民合唱団員を募集します/募集
期間＝11月11日（水）まで/募
集＝ソプラノ・アルト（各100
人）・テノール・バス（各６0人）
/ 年齢・経験不問※参加条
件あり/参加費＝一般7,000
円、高校生以下3,000円※別
途楽譜代800円/曲目＝ベー
トーヴェン「交響曲第九番」（合
唱付き）/合唱指導＝藪西正
道、西野薫/練習日・会場など
は、公式Webサイトまたは市川
市文化会館へお問い合わせく
ださい。/ 文化会館☎379- 
5111

芳澤ガーデンギャラリー
第3回「いちかわ未来の画家
コンクール」作品募集
市川市及び隣接する4市在住・
在学の中高生及びそれに相当
する年齢の生徒を対象に展示
作品を募集します/芳澤ガーデ
ンギャラリー/募集期間＝11月
27日（金）～12月6日（日）※必
着/展示期間＝12月19日（土）
～27日（日）/賞＝最優秀賞・優
秀賞・佳作/ 同ギャラリー☎
374-7687

木内ギャラリー
クリスマスワークショップ「ふわふわ
モビールをつくろう」参加者募集
12月5日（土）①10:00～12:00

②１4:00～16:00/参加費＝
500円（材料費込）/ 5歳～小
学6年生※各回10名/募集期
間＝11月8日（日）午前10:00～
/ 同ギャラリー☎371-4916 

市川市民芸術文化賞受賞記念
村松秀太郎　小品展
10月21日（水）まで9：30～16：30

（入館は16:00まで）/入場無料
/ 同ギャラリー☎371-4916 

行徳文化ホールI&I
フレッシュ音楽講座

「第４回邦楽講座」
１１月９日（月）14:00/講 佐藤さく
ら子・簔田弘大（三味線）/全席
自由500円/ / 文化会館☎
379-5111

文化会館
市川市市民サポーター企画事業

「中山忠彦　画業の歩み」
11月4日（水）10:00/ローズ
ルーム/講 中山忠彦（洋画家・
市川市文化振興財団理事長）
/入場無料※要事前申し込み、
先着順/ 文化会館☎379- 
5111

第２８回新人演奏家コンクール
受賞記念演奏会
１１月２８日（土）１１:００/小ホー
ル/全席自由５００円/９月1日～
8日に行われた第２８回新人演
奏家コンクール全５部門の最
優秀賞、優秀賞に選ばれた若
き演奏家たちの演奏会です。
/ 文化会館☎379- 5111

公演案内 は主催公演

総合問い合わせ

☎379-5111
（公財）市川市文化振興財団
http://www.tekona.net/

J：COM市川（CATV）

デジタル11ch 「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式 Web サイト「インターネット放送局」でご覧になれます。

 9：00 12：00
20:00 23：00

放送
時間

いちかわエフエム 83.0MHz
「いちかわイブニングインフォメーション」
 毎日午後6時30分～35分（5分間）

身近な安心
高齢者サポートセンター

10月17日（土）〜23日（金）

特集 最新  市営駐輪場情報

10月24日（土）〜30日（金）

特集 響け  防火・防災のメロディー
千葉県消防音楽隊フェスティバル

10月31日（土）〜11月6日（金）

特集
 〈広報広聴課〉

　「ボランティアガイド市川案内人の
会」によるウォーキング。申し込み不要。

内１０月２５日（日）午後０時３０分東西
線行徳駅改札口出発。寺社を巡り、午後
２時３０分に行徳まつり会場で解散。

☎３３４-５７１０同会
（八幡市民談話室）

　ステージや、模擬店・ＰＲブース、食育と健康のクイズ、地場産物販売や
コミュニティバス車両を展示・北東部ルートのバス愛称の発表の他、ロー
ゼンハイム市公式代表団のバウアー市長があいさつをします。

１１月７日（土）午前１０時～午後４時
（オープニングセレモニーは午前９時
４５分から）※荒天中止。当日午前５時
３０分から☎３３４-１１１１で開催の有無
が確認できます。

大洲防災公園
注意事項 ペットを連れての来場不可。

ラジコン飛行機や無人飛行機等（ド
ローン）の持ち込み・使用禁止。駐車
場なし。市役所・行徳支所・大柏出張
所から無料シャトルバスの運行あり。

☎７１１-１１４２いちかわ市民まつり
実行委員会事務局

（観光交流推進課）

　神
み こ し

輿の渡
と ぎ ょ

御、パレード、市民ステージ、模擬店、フリーマーケットなど、イベ
ントが盛りだくさん。パトカーの展示・乗車体験ができる行徳防犯フェスタも
同時開催。

１０月２５日（日）午前９時３０分～午後
４時（パレード・神輿渡御は午前１０時～
午後３時）※荒天中止。前日午後３時か
ら☎３５９-１１１１で開催の有無が確認で
きます。

駅前公園※今年から会場が変わり
ます。
注意事項 駐車場なし。当日は会場周
辺が一部通行止めとなります。

☎３９５-６７８１行徳まつり実行委員会

行徳まつりを見にいこう

いちかわ市民まつり

行徳まつり２０１５

市川市お祭り・イベント
商品券が使えます


